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～
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
～

町財政の現状

最
終
回

 

１
．
事
業
の
概
要

　

積
丹
町
簡
易
水
道
事
業
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
衛
生
的
で
良
質
な
水
道

水
を
安
定
供
給
し
、
生
活
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、
昭
和
61
年
か
ら
平
成

15
年
に
か
け
て
国
庫
補
助
金
及
び
起

債
に
よ
り
総
事
業
費
31
．
９
億
円
を

投
入
し
、浄
水
場
等
水
道
施
設
及
び
、

送
・
配
水
管
約
96
．
５
㎞
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
積
丹

川
水
系
ウ
エ
ン
ト
川
を
水
源
と
す
る

「
野
塚
地
区
浄
水
施
設
」
と
積
丹
川

水
系
伊
佐
内
川
を
水
源
と
す
る
「
伊

佐
内
地
区
浄
水
施
設
」
を
有
す
る
２

水
源
１
簡
易
水
道
施
設
で
運
営
し
て

お
り
、
積
丹
町
で
は
１
日
１
世
帯
当

た
り
約
３
８
７
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
毎
日
各
家
庭
で
20

施　設　名 野塚地区浄水施設 伊佐内地区浄水施設

水　　　源 積丹川水系ウエント川 積丹川水系伊佐内川

給水区域

　幌武意町、入舸町、日司町

　野塚町（日の出、共和を除く）

　西河町、来岸町、余別町、

　神岬町

　野塚町（日の出、共和）

　婦美町、美国町

最大給水能力 /日 １，０２３㎥ １，５３２㎥
計画給水人口

（平成 8年度事業認可）

１，７３５人 １，７１０人

合計３，４４５人

地区別
美国地区

（船澗除く）
船澗地区 婦美・丸山 入舸管内 余別管内 全町

計画対象戸数 226 534 57 392 213 1,422
加 入 戸 数 225 263 57 391 212 1,148
加入率（%） 99.6 49.3 100 99.5 99.5 80.7

【表１】　各施設の概要

【表２】　各地区の加入状況 （平成 25 年３月末現在）

リ
ッ
ト
ル
の
ポ
リ
タ
ン
ク
約
20
個
分

も
の
水
を
使
用
し
て
い
る
計
算
に
な

り
ま
す
。

　

各
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
は
【
表

１
】、
各
地
区
の
水
道
加
入
状
況
に

つ
い
て
は
【
表
２
】
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
水
が
届

く
ま
で
の
流
れ
は
【
図
１
】
の
と
お

り
で
す
。

 

２
．
収
支
の
状
況

　

収
支
の
内
訳
は
次
ペ
ー
ジ【
表
３
】

の
と
お
り
で
す
。

■
収
入
の
状
況

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
の
収
入

は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
水

道
使
用
料
な
ど
の
ほ
か
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
が
あ
り
、
24
年
度
で

は
１
０
７
，
１
６
９
千
円
と
収
入
の

■
支
出
の
状
況

　

本
特
別
会
計
に
お
け
る
支
出
は
人

件
費
や
検
針
委
託
料
な
ど
の
一
般
管

理
費
と
、
施
設
の
電
気
料
な
ど
、
施

設
を
稼
働
す
る
た
め
の
管
理
費
の
ほ

か
、
支
出
の
83
％
を
占
め
る
公
債
償

還
費
が
あ
り
ま
す
。

 

３
．
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
　 

計
の
課
題

■
伸
び
悩
む
水
道
加
入
率

　

【
表
２
】
の
と
お
り
、
平
成
24
年

度
末
の
水
道
加
入
率
は
80
．
７
％
と

な
っ
て
お
り
、
町
で
は
85
％
を
目
標

値
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
が
、
加
入

率
の
上
昇
は
鈍
化
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
美
国
船
澗
地
区
で
は
49
．

３
％
と
加
入
世
帯
は
半
数
に
も
満
た

な
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
未
加
入

世
帯
の
う
ち
47
％
を
高
齢
者
世
帯
が

占
め
て
い
る
た
め
、
経
済
的
な
理
由

等
に
よ
り
加
入
で
き
な
い
世
帯
も
多

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
回
の
今
回
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、『
水
道
』
事
業
を
運
営
す
る
「
積

丹
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
」
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【図１】　

約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の

う
ち
、
赤
字
補
て
ん
分
で
あ
る

基
準
外
繰
入
金
は
24
年
度
で

２
，
４
３
２
万
５
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
起
債
の
償
還
金

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、
本

来
の
独
立
採
算
の
経
営
は
理
解

し
な
が
ら
も
一
般
会
計
か
ら
の

応
援
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

家庭

着水井 沈殿池 浄水場 塩素注入 排水池

（注）計画給水人口には、農業や観光業などの事業用水も含みます。
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管
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区分 Ｈ２３ Ｈ２４
水道使用料 45,152 44,001
手　数　料 42 56
諸　収　入 4 2

一般会計繰入金 104,531 107,169
（内 基準内繰入金） （82,364） （82,844）

（内 基準外繰入金） （22,167） （24,325）

合　　　計 149,729 151,228

区分 Ｈ２３ Ｈ２４

一
般
管
理
費

人　件　費 6,766 6,940
委　託　料 410 352
貸　付　金 0 0

その他の物件費 2,415 1,773
計 9,591 9,065

施
設
管
理
費

需　用　費 4,266 4,706
役　務　費 4,409 4,153
委　託　料 694 1,028
工事請負費 10,469 6,605

計 19,838 16,492
公　債　費 120,300 125,671
合　　　計 149,729 151,228

項目 積丹町 古平町 余市町 仁木町 赤井川村

基本水量（㎥） 10 8 7 10 10

基本料金（円） 2,100 2,200 1,826 2,400 1,230

超過料金（円 /㎥） 210 270 270 190 180

10㎥ / 月の料金（円） 2,100 2,740 2,636 2,400 1,230

現行料金改定 H18.4.1 H9.4.1 H23.7.1 H20.4.1 H6.4.1

【表３】　収入の状況

　　　　支出の状況

（単位：千円）

（単位：千円）

【表４】　近隣町村との水道使用料の比較

　

更
に
、
飲
食
店
、
旅
館
な
ど
の
営

業
店
の
加
入
率
も
42
％
と
低
く
、
給

水
の
必
要
性
は
理
解
し
な
が
ら
も
設

置
が
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

町
で
は
、
水
道
の
加
入
を
促
進
す

る
た
め
、
給
水
装
置
設
置
費
用
と
し

て
40
万
円
を
上
限
に
無
利
子
で
貸
し

付
け
る
制
度
を
設
け
て
お
り
、
町
内

に
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
や
、

町
税
等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
条
件
を
満
た
す
方
に
対
し
て
貸
付

け
（
融
資
）
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

水
道
の
設
置
を
考
え
て
い
る
方
は
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

■
設
備
の
老
朽
化

　

水
道
施
設
は
昭
和
61
年
か
ら
整
備

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
も
古
い

も
の
で
設
置
か
ら
28
年
が
経
過
し
て

い
る
た
め
、
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
事

故
な
ど
も
発
生
し
て
お
り
、
各
家
庭

へ
の
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
に
資

す
る
た
め
、
計
画
的
な
施
設
の
改
修

や
更
新
を
行
う
必
要
に
も
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
26
年
度
に
は
、
国
の
25
年

度
補
正
予
算
（
26
年
度
繰
越
執
行
）

事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、
野
塚
地

区
簡
易
水
道
老
朽
管
更
新
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

■
料
金
収
入
～
原
則
は
独
立
採
算
～

　

平
成
18
年
度
に
昭
和
58
年
以
来
の

料
金
改
定
（
基
本
料
金
25
％
、
超
過

料
金
40
％
引
上
げ
）
を
行
っ
て
か
ら

７
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
24
年
度

に
お
い
て
も
収
支
不
足
分
を
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
を
行
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

24
年
度
の
基
準
外
繰
入
金
２
４
，

３
２
５
千
円
を
、
本
来
望
ま
し
い
姿

で
あ
る
特
別
会
計
の
独
立
採
算
に
沿

い
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
収
め
て
い

た
だ
く
水
道
使
用
料
の
み
で
賄
う
と

し
た
場
合
に
は
、
現
行
の
基
本
使
用

料
２
千
円
（
税
抜
）
を
３
千
円
に
し

な
け
れ
ば
、
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
24
年
度
の
使
用
料
の
収

納
率
は
97
．
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
滞
納
と
な
っ
て
い
る
使
用

料
の
総
額
は
25
年
５
月
末
現
在
で

７
１
０
万
５
千
円
に
も
上
り
、
収
納

率
の
更
な
る
向
上
へ
ぜ
ひ
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

積
丹
町
の
水
道
使
用
料
は【
表
４
】

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
近
隣
町
村
と

比
較
し
て
も
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
の
よ
う
に
一
般
会
計
か

ら
多
額
の
基
準
外
繰
入
の
状
況
が
続

く
と
、
一
般
会
計
の
財
政
運
営
を
圧

迫
し
て
、
料
金
の
見
直
し
の
必
要
に

迫
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
月
号
の
広
報
誌
で
も
お

伝
え
し
た
よ
う
に
、
消
費
増
税
の
転

嫁
に
よ
る
水
道
使
用
料
の
引
上
げ
改

正
が
２
月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
町
議

会
臨
時
会
で
議
決
さ
れ
、５
月
分（
５

月
25
日
検
針
分
）
か
ら
税
抜
単
価
に

消
費
税
５
％
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
た

現
行
料
金
か
ら
８
％
の
上
乗
せ
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

加
入
率
や
収
納
率
の
向
上
な
ど
健

全
な
水
道
事
業
の
運
営
の
た
め
に
は

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　

今
後
も
施
設
の
計
画
的
な
改
修
や

更
新
、
水
質
の
安
全
な
管
理
等
な
ど

に
よ
り
、
生
活
環
境
の
維
持
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　　

全
６
回
に
わ
た
っ
て
町
の
特
別
会

計
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、
各
特
別
会
計
が
お
か
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
状
の
課
題
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
や
課
題
に
は
、
人

口
の
減
少
な
ど
町
単
独
で
の
解
決
が

難
し
い
も
の
、
行
政
の
努
力
に
よ
っ

て
打
破
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、地
方
分
権
の
時
代
で
す
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
自
ら
の
町
の
課
題
と
し
て

解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。

　

７
年
間
に
わ
た
る
行
財
政
改
革
の

末
に
解
消
し
た
10
億
４
千
６
百
万
円

の
累
積
赤
字
、
あ
の
苦
難
の
日
々
を

繰
り
返
す
こ
と
が
無
い
よ
う
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
ひ
と
つ
に
な

り
、
健
全
な
町
の
財
政
の
維
持
に
努

め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

終
わ
り
に

（注）基準外繰入金：使用料等で賄うことが出来ず発生する赤字補填
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